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《協力雇用主となった経 緯について 》

当 社の 業 務 内 容 は 土 木 建 設 会 社へ の 人材派遣 を 主 としており， 取

引 先 としては大 手 ゼネコンの 一次及 び 二次元請 け 会 社 （大 成 建 設 ，

100大 林 組 ， 清 水 建 設 ， 鹿 島 建 設 ， Ｐ Ｓ 三 菱 建 設 ） で あ り ， そ の 他

社 位 の常 用 下 請 け と 契約 し ， 日 々現 場 作 業 員を 補 充 し て お り ま す 。

現住職人 と し て 約 人 位 抱え て ま す 。 職 種 としては， 鳶 職 ， 鍛100

冶 工 ，建 設 機 械 の オ ペ レ ー タ ー 及び 一 般 土 木 作 業 員 で す。 バ ブ ル 崩

壊 後 ，建 設 業 界 はもとより， 社会一般において 雇 用 問 題が 取 り ざ た

されており， 新聞広告及 び 更 生 保 護 施 設 千 葉 県 帰 性 会 ほか ， 紹 介 な

どによる人員募集を し て い ま す。

今 ，現 在 ， 私 は 皆 様の 前 に て 協力雇用主としてお話 を し て お り ま

す が ，私 が 以 前 勤 め て お り ま し た職 場 も 千 葉 県 帰 性 会 から 働 き に 来

ていました。 そ の 関 係で 私 が 会 社を 設 立 し た時 か ら ， 千 葉 県 帰 性 会

の 在所者 を 積 極 的 に 雇用 し て お り ま す 。 千葉県帰性会在所者の 人 達

は 仕 事に 不 馴 れ な 所 も あ り ま す が， 積 極 的 に取 り 組 んでいます。 一

人 一 人の 力 不 足 と 言 いますか， 事情 と 言 いますか， なかなか長 続 き

しないのが現 状 です 。



《 協力雇用主の活動内容 について》

千 葉 県 帰 性 会 在 所 者の 中 に は ，色 々 な 事 情を 抱 えている 方 ば か り

で ， 特に 職 種 に 関 し て建設業界以外 か ら 飛 び込 ん で 来 ている者 が 多

く ， 果た し て ， 今 ， 私が 雇 用 している人 達 とうまく溶 け込 み 一 緒 に

や っ て い け る か ， という 不 安 が 一番先に 脳 裏を 走 り ま す。 本 人 に と

っ て 一番大切な も の は自 分 自 身 はもとより家族 で あ る と思 い ま す 。

立 ち 直る に は 何 が 必 要か ， 本 人 にとって大 切な こ と は ，過 去 の 事 は

一 日 も早 く 忘 れ ， 今 日， 明 日 そして 未 来 に 向か い 日 々 生活 す る 糧 を

見 つ け出 す こ と と 思 います。 私 どもは千 葉 県 帰 性 会 の 在所者と の 面

接 のとき ， 家 族 及 び 妻子 の こ と や本 人 に 合 った 職 場 ， 職種 を 模 索 す

る た め， 以 前 の 職 業 を聞 き ， 明 日か ら 即 仕 事に 携 わ れ る様 に し て お

り ま す。 本 人 と の 雇用契約を す る時 は ， 労 働 契 約 書 及 び労 働 条 件 通

知 書 等を 取 り 交 わ し ，な お か つ 説明 し て 一 日も 早 く 仕 事に 慣 れ ， 自

分 自 身の 生 活 を 立 て 直し ， 家 族 や妻 子 に 自 分の 所 在 地 を連 絡 で き る

様 に 指導 し ま す 。 本 人に と っ て 何が 大 切 か ，ま ず は 立 ち直 る こ と 。

自 分 の視 点 と し て 積極的 に 雇 用 し， 立 ち 直 ら せ る こ と が私 の 使 命 と

考 え， 今現在 に 至っ て お る の が現 状で す 。



《 協力雇用主 として 苦 労し て い る こ と》

千 葉 県 帰 性 会 の 在所者達は 全体的 に 個 性 が強 い 人 達 が多 く ， 立 ち

直 る き っ か け は 根 本 的に は 本 人 の気 持 ち 次 第だ と 思 いますが， 受 け

入 れ 側の 態 勢 と し て は本 人 と の 会話 が 必 要 ではないでしょうか？

私 どもは 本 人 達 に 私生活 や 仕 事 の面 で 行 き 詰ま っ た 時 に色 々 な 角 度

で 社会人の先 輩 としてアドバイス をする様に 心 掛けています。

例 えば ５ ０ 代 の 者 に対 し 私 どもは ， 今 回 の件 は 一 日 も早 く 忘 れ ，

今 日 ，明 日 と 希 望 を 持っ て 働 き ，こ れ か ら は第 二 の 人 生と し て 悔 い

の な い生 活 を 送 る と 同時 に ， 家 族や 妻 子 がある 場 合 に は半 年 に 一 回

位 で も い い か ら 手 紙 や電 話 等 で 連絡 す る 様 に心 掛 け て 下さ い と 指 導

。 ，しています 千葉県帰性会 の在 所 者の 状 況は 個人個人で大 変 異な り

特 に 職歴 が 異 な る の で， 彼 ら の 適正 を よ く 知り ， 理 解 し， 今 ま で の

経 験 を活 か し ， 長 所 を伸 ば せ る 様な 現 場 配 置を す る 様 に心 掛 け て お

ります 。

最 後に ， 保 護 観 察 中の 人 達 も ２０ 代 か ら ５０ 代 ま で そ れ ぞ れ 私 ど

も の 宿舎 に 入 居 し て い ま す が ， この 人 達 にとって， 保護司 と 協 力 雇

用 主と の 連携 のあり 方 が非 常 に重 要だ と 思い ま す。



私 どもは， 就 労 す る時 点 で 労 働 契 約 書 及 び労 働 条 件 通 知 書 を 交 わ

しており ， そ の 内 容 は本 人 の 名 前は も と よ り， 連 絡 先 として家 族 や

妻 子 の住 所 ， 電話番号等 を 記 入 してもらっていますが，こ れ か ら は

保 護 司の 方 々 と の 連 携を も っ と 行い ， 特 に 当社 で 雇 用 している時 の

私 生 活に お け る 行 動 ，態 度 ， そして 立 ち 直 りの 兆 し な ど， 保 護 司 の

方 々 との 間 で 意 見 書 等の 記 録 書 類を 作 成 し ，保 護 観 察 終 了 後 ， 当 社

か ら 保護司の 方 々 に 書類 を 戻 し て保 管 し て 頂く 様 に し て い た だ け れ

ば 幸い で す。


